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環境報告書（本編）は、WEBからダウンロードが可能です。



URは、環境に配慮した取り組みをさま  ざまな業務フィールドで進めています
URは、あらゆる分野において、幅広い関係者とのパートナーシップを充実・強化して、
持続可能でレジリエンスの高い循環共生型のまちづくりをめざしています。

SDGs （Sustainable Development 
Goals）は、2015年9月の国連サミット
で採択された、2030年までに持続可能
でより良い世界を目指す国際目標です。
UR都市機構では様々な事業の推進によ
り、SDGsにも貢献していきます。
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ふれあえる公園整備
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URフォト＆スケッチ展応募作品

香里団地E地区（大阪府枚方市）に位置する緑地
（斜面林）では、市民団体、枚方市、UR都市機構
などが連携して整備しながら、子どもたちの冒
険心や自主性、社会性を育むプレーパーク（冒険
遊び場）活動を行うことで、緑地の環境保全や野
外教育の担い手となれる人材育成を実施してい
ます。里山の保全とプレーパークを両立させてお
り、多様な人が集う場所に育てています。今後、
地域コミュニティの活性化や地域の子育て環境
の充実につながることが期待されます。

東日本大震災で被害を受けた新門脇地区（宮城県石巻市）
では、地権者の意向を反映しながら震災復興事業を進め、
かつての歴史ある門脇の魅力を創出しました。また、地元中
学生のワークショップによる公園づくりや、災害公営住宅で
のコミュニティ形成やEVカーシェアリングの導入などを実
施しました。

まちや住まいのエネルギー消費の低減、環境負荷の少ない新しいエネ
ルギーの活用を進めます。
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まちや住まいの計画、設計、建設、居住、改修、解体の各段階で、資源の有効
利用と廃棄物の削減を進めます。
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住戸改修時に発生した廃材を利用して
作成した「団地パズル」UR賃貸住宅では、環境負荷の少ないLED照明を積極的に導入

既存の団地建物をリノベーションし、
廃棄物の発生を抑制

植樹本数
（高中木）

約28,000
本

97,400
トン

99.5
%

UR都市機構は、重要な環境課題への対応
（「地球温暖化対策」「資源循環」「自然環境」）を中心に、
環境活動を実施しています。
さらに、様々なステークホルダーと連携しながら、
社会貢献活動を進めています。
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地域・UR都市機構・行政の連携による斜面林活用

石巻市新門脇地区における地域コミュニティと協働した復興まちづくり

ステークホルダーの皆様と積極的なコミュニケーションを行うことで、真に求められるまちや住まいのあり方を模索し、
環境にやさしい持続的発展が可能な都市への再生を進めます。

多様な機能を有する自然環境と調和したまちづくりを進めます。

資源循環主な環境の活動実績 （2019年度）地球温暖化対策

自然環境 社会貢献活動

CO・MO・RE YOTSUYA（四谷駅前地区第一種市街地再開発事業）
におけるグリーンインフラ

本地区周辺には外濠や
新宿御苑などまとまっ
たみどりが点在してい
ます。それらと平面的に
つながるだけでなく、建
物で造り上げた地形に
植栽し、立体的なみどり
のつながりを生み出すことで、地上部と建物が一体となった
ダイナミックなみどりのネットワークを構築しました。
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ダイナミックなみどりのネットワークを構築しました。

四谷の歩んだ歴史を活かし、かつてこの地を流れていた玉
川上水の記憶を継承する水景を整備しました。また、従前の
四谷第三小学校に植
えられていた高遠コ
ヒガンザクラなど、地
域の方々に愛されて
いた樹木を接ぎ木な
どにより、再びこの地
に移植しました。

四谷の歩んだ歴史を活かし、かつてこの地を流れていた玉
川上水の記憶を継承する水景を整備しました。また、従前の
四谷第三小学校に植
えられていた高遠コ
ヒガンザクラなど、地
域の方々に愛されて
いた樹木を接ぎ木な
どにより、再びこの地
に移植しました。

隣接する外濠のみどりとの立体的な連続性を実現するため、
約2,200㎡の多段状の屋上緑化を実施しました。各階に平面
的な植栽帯を設けるだけでなく、立面的なみどりのつながり
をつくりオフィスや周辺に一体的な自然環境を提供します。
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【じゃかご緑化】
じゃかごに石の
代わりに土を
入れて植栽

【コンテナ緑化】
上階からつる系
植物などをハン
ギング

昆虫や鳥の食餌木となるクヌギ、コナラ、
ムクノキなどの落葉樹を多く取り入れまし
た。またじゃかごに砕石を詰めた土留め壁
や粗朶柵、埋蔵文化財調査で発掘された
間知石を再利用した石積みなどの多孔質
な空間を創出することで、生物生息空間を
確保しました。屋上緑化の植栽帯内には、
鳥が水浴びできるバードバスもあります。
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【じゃかご土留め壁】

【バードバス】

みどりのネットワーク 歴史等を感じられる水とみどり

自然環境と調和する空間形成 生物多様性の向上

しんかどのわき

廃棄物再資源化率CO2 総排出量

CO・MO・RE　「木漏れ日」+「COMMON」を意味する造語

みどりと都市の
立体的な融合

中層業務地との連続

駅前空間の形成

中層業務・商業地との連続

低層住宅地との連続

外濠から連続する
みどりと地形

みどりの道

みどりの丘

コモレビの広場

2020年1月に竣工した再
開発ビル「コモレ四谷」（東
京都新宿区）では、みどり
を意識したまちづくりを進
めました。

社会資本整備や土地利
用等のハード・ソフト両
面において、自然環境
が有する多様な機能を
活用し、持続可能で魅
力ある国土・都市・地域
づくりを進める取組
（国土交通省「グリーンインフラ推進
戦略」より）

グリーン
インフラとは

しょくじ

けんち

そ　だ
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